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【Ⅰ】概要

本「コマンド説明書」ではＡＤＭ－２１８６ＥＮを使用する場合の操作コマンドについて説明します。
ハード的な仕様については、「取扱説明書」を参照して下さい。

ＡＤＭ－２１８６ＥＮの操作コマンドやその機能は、ＩＥＥＥ－Ｓｔｄ４８８．２－１９９２に準拠すべく構成、
構築されています。

［Ⅰ－１］概略動作

本機「ＡＤＭ－２１８６ＥＮ」はイーサネット端末のＡ／Ｄコンバータです。本機を使用する場合は、
通常はパソコンなどからコマンドを送信して制御します。

本機にコマンド（メッセージ）を送信することにより、本機のアナログ入力チャンネルの電圧を任意に
読みとったり、一定間隔でサンプリングすることができます。
また、ステータス操作コマンドを使って、本機の動作状況の確認などができます。
本機内のサンプリング用バッファメモリは２５６Ｋデータを収納することができます。
サンプリングの条件によってはバッファメモリが満杯にならないうちにホストＰＣからデータを引き取ることに
よって２５６Ｋデータ以上のデータ収集が可能です。

４８８．２規格の共通コマンドを使用すると、本機のソフトウェアリセットや内部状態（ステータス）の
読み取りなど、きめ細かな状況把握が可能です。（本書【Ⅱ】－４、【Ⅲ】、【Ⅵ】－２をご参照ください）

［Ⅰ－２］フォーマット

コントローラからのメッセージのフォーマットは下記の二つのタイプがあります。

１：コマンド デリミタ
コマンドのみで、パラメータを必要としないメッセージです。

２：コマンド パラメータ デリミタ
パラメータを必要とするコマンドのメッセージです。

本機からの応答メッセージは、無い場合と、パラメータのみを返送する場合との二つのタイプがあります。
どちらの場合でもディップスイッチで選択されたデリミタで終了します。
（本書［Ⅰ－５］を参照）

［Ⅰ－３］コマンド

本機のコマンド体系は各種の計測機器において多く採用され、スタンダードとなっているＩＥＥＥ４８８．２
体系をベースにしています。（１ＥＥＥ４８８．２の採用ではＳＣＰＩなどが有名です）
４８８．２で規定されている共通コマンド、および、４８８．２で規定されているフォーマットに基づいた
ＳＣＭＣ（Standard Commands for Measurement and Control）コマンド（本書【Ⅳ】）を使うことができます。

ＳＣＭＣコマンドのニーモニックは
[]の部分は省略可能です。コマンド文字列の小文字の部分は省略してもかまいません。
省略しない場合はすべて大文字で表記して下さい。

［Ⅰ－４］パラメータ

数値パラメータとして、１０進数、１６進数、２進数が使用できます。

１０進数値のフォーマットは 数値 （数値は 0,1,2,,,9 の組み合わせで基数ヘッダがありません）
１６進数数値のフォーマットは #H数値 （数値は 0,1,2,,,9,A,B,C,D,E,F の組み合わせ）
２進数数値のフォーマットは #B数値 （数値は 0,1 の組み合わせ）

数値で表現しないパラメータは英大文字（アルファベット）で表現します。
アナログ入力チャンネルの名称など、本機に内蔵される信号名や機能名を指定する場合に使用します。
各コマンドの解説で具体的な名称が列記されています。
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［Ⅰ－５］デリミタ（ターミネータ）

ＡＤＭ－２１８６ＥＮが応答メッセージの最後に付加するデリミタ（ターミネータ）はディップスイッチで
下記の４種類の中から選択することができます。（取扱説明書［Ⅱ－１］を参照）

ＳＷ７ ＳＷ８ デリミタ（ターミネータ）

ＯＦＦ ＯＦＦ ＣＲ

ＯＦＦ ＯＮ ＣＲ＋ＬＦ（ＮＬ）

ＯＮ ＯＦＦ ＥＯＴ

ＯＮ ＯＮ ＬＦ（ＮＬ）

ＡＤＭ－２１８６ＥＮがデリミタとして認識して受け取れるデリミタは下記の２種類です。
１：ニューライン（NL）
２：ディップスイッチで選択されているデリミタ
この２種類を選択する方法はありません。コマンドやパラメータの組み合わせで自動的に認識します。

［Ⅰ－６］エラー処理

文法エラー：本機が受け取ったコマンドがフォーマットに適合していない場合や未定義コマンドの場合、
文法エラーになります。
このエラーが発生するとスタンダード・イベント・ステータス・レジスタのｂｉｔ５（ＣＭＥ）が
ＯＮ（１）になります。

対処：正しいコマンドを再度送って下さい。

実行エラー：コマンドがフォーマットに適合していても、範囲外パラメータの場合、実行エラーになります。
また、事前のコマンドにより、本機が実行中の作業と排他にしなければならない場合も
実行エラーになります。（排他の関係は各コマンドの説明を参照）
このエラーが発生するとスタンダード・イベント・ステータス・レジスタのｂｉｔ４（ＥＸＥ）が
ＯＮ（１）になります。

対処：正しいパラメータに修正して、再度送って下さい。
または、排他関係を確認し、実行可能な時に送って下さい。

機器エラー：本機は電源投入直後、プログラムＲＯＭとシステムワークＲＡＭをチェックします。
チェックの結果、異常を発見するとスタンダード・イベント・ステータス・レジスタの
ｂｉｔ３（ＤＤＥ）をＯＮ（１）にします。

対処：一度電源を断にし、再度電源を投入してもこのエラーが発生する場合は修理に出して下さい。
（なお、*TST? によるセルフテストでの異常の場合も同様に修理が必要です。）
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【Ⅱ】共通コマンド

［Ⅱ－１］システムデータ・コマンド

□ *IDN? 識別クエリ（Identification Query）

書式 *IDN?

説明 バスに接続されている機器を識別する文字列を読み出します。

応答 当コマンドを受信した後、本機は
＜製造業者＞，＜モデル番号＞，＜シリアル番号＞，＜ファームウェアのリビジョン＞を表す、
下記の文字列を返します。

MCI-ENG,ADM-2186EN,000000,REVx.xx

（x.xx は本機のファームウェアのリビジョンを表す数字です）

例（Visual Basic 6）
Dim ret as Long
Dim IpAddress as String
Dim SendStr as String
Dim SendSize as Long
Dim RecvStr as String * 100 '応答データが入るために充分なサイズ
Dim Size as Long
Dim Delim as Byte
Dim Buff as String '応答データを格納するバッファ

IpAddress = "192.168.16.100"
SendStr = "*IDN?" & VbLf 'デリミタをＬＦに設定している場合
SendSize = Len(SendStr)
Size = Len(RecvStr)
Delim = &H0A 'デリミタをＬＦに設定している場合
ret = En_SendRecvStr(IpAddress, SendStr, SendSize, RecvStr, Size, Delim)
If ret < 0 Then
エラー処理を記述する
Else
Buff = Mid(RecvStr, 1, Size) 'Size には受信した応答データの真のサイズが入っている
End If

［Ⅱ－２］内部操作コマンド

□ *RST リセット（Reset）

書式 *RST

説明 機器をリセットします。

下記の内容のリセットを行います。
＊ 外部デジタル出力信号をＯＦＦにする
負論理の出力信号はハイレベルに、正論理出力信号はローレベルになります
＊ ホストからの受信バッファをクリアする
＊ SAMPLEコマンドシステムを初期状態にする
＊ 前に受け取った *OPC または *OPC? コマンドをクリアする

下記の内容はリセットされません。
＊ 出力待ち行列の中のデータ・バイト
＊ ステータス・バイト・レジスタ
＊ サービス・リクエスト・イネーブル・レジスタ
＊ スタンダード・イベント・ステータス・レジスタ
＊ スタンダード・イベント・イネーブル・レジスタ
＊ ＡＤ・ステータス・条件・レジスタ
＊ ＡＤ・ステータス・イベント・レジスタ
＊ ＡＤ・ステータス・イネーブル・レジスタ
＊ 電源オン・フラグ

応答 当コマンドに対する応答メッセージはありません。
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□ *TST? セルフテストクエリ（Self-Test Query）

書式 *TST?

説明 機器に内部セルフテストを実行させ、テストの結果を報告させます。
テストの内容は下記の３点です。
◎ プログラムＲＯＭのサムチェック
◎ ワークＲＡＭのリードライトチェック
◎ データＲＡＭのリードライトチェック

現在実行中の作業がある場合はテストの実行はできません。
テストの実行を行った場合はSAMPLEコマンドシステムは初期化されます。
初期化の結果、メモリに書き込まれていたデータは破棄されます。
外部デジタル出力信号に出力されている論理、ステータス報告システムの各レジスタ、は初期化
されません。

応答 当コマンドを受信すると本機はセルフテストを実行し、結果を報告します。
結果の内容は下記の数値（１０進数の整数）のいずれかで、エラーがあった場合の数値は負です。

0 テストはすべて正常
-1 プログラムＲＯＭのチェックサムエラー
-2 ワークＲＡＭのリードライトエラー
-4 データＲＡＭのリードライトエラー
90 実行中の作業があったため、テストを実行しなかった。

複数のエラーが発生した場合の数値は各エラーの数値の和を報告します。
（例えば、－１と－２のエラーが発生すると－３を報告します。）

［Ⅱ－３］同期コマンド

□ *OPC 動作完了（Operation Complete）

書式 *OPC

説明 実行待ち動作がすべて完了したら、スタンダード・イベント・ステータス・レジスタの
ビット０をセットするように機器に命令します。

応答 当コマンドを受信すると本機は現在実行中の作業がすべて終了したら
スタンダード・イベント・ステータス・レジスタのビット０をセットします。

□ *OPC? 動作完了（Operation Complete Query）

書式 *OPC?

説明 実行待ち動作がすべて完了したら、機器の出力待ち行列（ホストＰＣへの送信バッファ）に
ＡＳＣＩＩ「１」を入れるように機器に命令します。

応答 当コマンドを受信すると本機は現在実行中の作業がすべて終了したら出力待ち行列に
ＡＳＣＩＩ「１」を入れます。その後、それを送信します。

□ *WAI 続行待ち（Wait-to-Continue）

書式 *WAI

説明 前に受け取ったコマンドやクエリがすべて終了するまで、新たなコマンドの実行を保留させます。

応答 当コマンドを受信すると本機は現在実行中の作業がすべて終了するまで新たなコマンドを実行しません。
現在実行中の作業がすべて終了するとあらたなコマンドを実行します。

関連 *OPC, *OPC?
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［Ⅱ－４］ステータス／イベント・コマンド

□ *CLS ステータス・クリア（Clear Status）

書式 *CLS

説明 ステータスに関する下記のレジスタをクリアします。
スタンダード・イベント・ステータス・レジスタのすべてのビット
ＡＤ・ステータス・イベント・レジスタのすべてのビット

応答 このコマンドに対する応答はありません。

□ *ESE スタンダード・イベント・ステータス・イネーブル（Standard Event Status Enable）

書式 *ESE 設定値

説明 スタンダード・イベント・イネーブル・レジスタに設定値をセットします。
設定値は”０”から”２５５”までの値を１０進数または１６、８、２進数で表します。

応答 このコマンドに対する応答はありません。

□ *ESE? スタンダード・イベント・ステータス・イネーブル・クエリ（Standard Event Status Enable Query）

書式 *ESE?

説明 スタンダード・イベント・イネーブル・レジスタの内容を読み出します。

応答 戻り値は”０”から”２５５”の範囲の１０進数整数値です。

□ *ESR? スタンダード・イベント・ステータス・レジスタ・クエリ
（Standard Event Status Register Query）

書式 *ESR?

説明 スタンダード・イベント・ステータス・レジスタの内容を読み出します。
読み出されたスタンダード・イベント・ステータス・レジスタはクリアされます。

応答 戻り値は”０”から”２５５”の範囲の１０進数整数値です。

□ *SRE サービス・リクエスト・イネーブル（Service Request Enable）

書式 *SRE 設定値

説明 サービス・リクエスト・イネーブル・レジスタに設定値をセットします。
設定値は”０”から”２５５”までの値を１０進または１６、８，２進数で表します。

応答 このコマンドに対する応答はありません。

□*SRE? サービス・リクエスト・イネーブル・クエリ（Service Request Enable Query）

書式 *SRE?

説明 サービス・リクエスト・イネーブル・レジスタの内容を読み出します。

応答 値は”０”から”６３”、”１２８”から”１９１”の範囲の１０進数整数値です。

□*STB? ステータス・バイト・クエリ（Status Byte Query）

書式 *STB?

説明 ステータス・バイトを読み出します。

応答 戻り値は”０”から”２５５”の範囲の１０進数整数値です。



- 7 -

ADM-2186EN

［Ⅱ－５］デバイストリガ・コマンド

□*TRG トリガ（Trigger）

書式 *TRG

説明 サンプル動作を起動させます。（本書［Ⅳ－１］をご参照ください。）

応答 このコマンドに対する応答はありません。

例（Visual Basic 6）
Dim ret as Long
Dim IpAddress as String
Dim SendStr as String
Dim Size as Long

IpAddress = "192.168.16.100"
SendStr = "*TRG" & VbLf 'デリミタをＬＦに設定している場合
Size = Len(SendStr)
ret = En_SendStr(IpAddress, SendStr, Size)
If ret < 0 Then
エラー処理を記述する
End If



- 8 -

ADM-2186EN

【Ⅲ】ステータス報告システム

［Ⅲ－１］ステータス・バイト・レジスタ

ｂｉｔ０： ：本機においては常に０です。

ｂｉｔ１：ＡＤＳ：ＡＤステータスによるＡＤ・ステータス・レジスタを代表するサマリ・ビット

ｂｉｔ２： ：本機においては常に０です。

ｂｉｔ３： ：本機においては常に０です。

ｂｉｔ４：ＭＡＶ：メッセージ・アベイラブル・ビット
機器のデータ出力の待ち行列が空であるかどうかを示します。
本機のホストへの送信バッファに送信データが有る場合、１にセットされます。

ｂｉｔ５：ＥＳＢ：イベント・ステータス・ビット
あらかじめ許可された「スタンダード・イベント」が発生した場合、１にセットされます。

ｂｉｔ６：ＭＳＳ：マスター・ステータス・サマリ
ステータス・ビット・レジスタの他の７ビットの代表。

ｂｉｔ７： ：本機においては常に０です。

bit0 bit0

ADS bit1

bit2 bit2

bit3 bit3

MAV bit4

ESB bit5

MSS 0

bit7 bit7

ｽﾃｰﾀｽ･ﾊﾞｲﾄ･ﾚｼﾞｽﾀ ｻｰﾋﾞｽ･ﾘｸｴｽﾄ･ｲﾈｰﾌﾞﾙ･ﾚｼﾞｽﾀ
*STB?でｸｴﾘ可 *SRE?でｸｴﾘ可

*SREでｾｯﾄ可
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［Ⅲ－２］スタンダード・イベント・ステータス・レジスタ（ＳＥＳＲ）

ｂｉｔ０：ＯＰＣ：動作完了
本機が処理を完了し、新しいコマンドを受け入れる状態であることを示します。
このビットは動作完了コマンド（*OPC）の応答として発生します。

ｂｉｔ１：ＲＱＣ：リクエスト・コントロール
本機においては常に０です。

ｂｉｔ２：ＱＹＥ：クエリ・エラー
相手機器が本機のデータ出力待ち行列からデータを読む際にエラーが発生したことを示し
ます。
原因は、出力待ち行列が空の時に読み出そうとしたか、オーバーフローしている場合です。

ｂｉｔ３：ＤＤＥ：機器定義エラー
本機が電源投入された場合、プログラムＲＯＭのサムチェックとワークＲＡＭと
データＲＡＭのリードライトチェックを行い、エラーが発生した場合１になります。

ｂｉｔ４：ＥＸＥ：実行エラー
本機がコマンド実行時にエラーを発生したことを示します。
原因は、本機がサポートしていないコマンドを受け取ったか、
現在の本機の状態では実行不可能なコマンドを受け取ったことによります。
本機の正面パネルのモニタＬＥＤ［COMMAND ERROR］が点灯します。

ｂｉｔ５：ＣＭＥ：コマンド・エラー
本機が受け取ったコマンドがフォーマットに適合していない場合に発生します。
本機の正面パネルのモニタＬＥＤ［COMMAND ERROR］が点灯します。

ｂｉｔ６：ＵＲＱ：ユーザ・リクエスト
本機においては常に０です。

ｂｉｔ７：ＰＯＮ：パワー・オン
スタンダード・イベント・ステータス・レジスタを最後にクエリして以降、
本機の電源を入れなおしたことを示します。

OPC bit0

RQC bit1

QYE bit2

DDE bit3

EXE bit4

CME bit5

URQ bit6

PON bit7

ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ･ｲﾍﾞﾝﾄ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ･ｲﾍﾞﾝﾄ
･ｽﾃｰﾀｽ･ﾚｼﾞｽﾀ ･ｲﾈｰﾌﾞﾙ･ﾚｼﾞｽﾀ ｽﾃｰﾀｽ･ﾋﾞｯﾄ･ﾚｼﾞｽﾀ
*ESR?でｸｴﾘ可 *ESE?でｸｴﾘ可 のESBﾋﾞｯﾄに反映

*ESEでｾｯﾄ可
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［Ⅲ－３］ＡＤ・ステータス・レジスタ

ｂｉｔ０：ＩＤＬＥ：一連のサンプリングをおこなっていない状態です。

ｂｉｔ１：ＷＡＩＴ：一連のサンプリングのためのトリガ発生待ち状態です。
本機の正面パネルのモニタＬＥＤ［Wait Trigger］が点灯します。

ｂｉｔ２：ＢＵＳＹ：一連のサンプリングを実行中です。
本機の正面パネルのモニタＬＥＤ［Sampling］が点灯します。

ｂｉｔ３：ＯＶＥＲ：内蔵のサンプリングデータ格納バッファ（２５６ＫＢ）が満杯になった場合の状態です。
本機の正面パネルのモニタＬＥＤ［Sample Error］が点灯します。

ｂｉｔ４：ＢＲＫ ：サンプリング中止指令により一連のサンプリングを中止した状態です。

ｂｉｔ５：ＥＮＤ ：一連のサンプリングを正常に完了した状態です。

ｂｉｔ６：ＥＢＲＫ：サンプリングデータ消失、サンプル割込オーバーランによりサンプリングを中断した
状態です。
高速サンプリング中に本機に対してホスト側から繁雑なアクセスがあった場合や
外部クロックが本機の仕様以上の周期でＡ／Ｄ変換が確実に実行できなかった場合などに
発生します。
本機の正面パネルのモニタＬＥＤ［Sample Error］が点灯します。

ｂｉｔ７：ＲＳＶ２：未使用（常に０）

IDLE bit0 bit0

WAIT bit1 bit1

BUSY bit2 bit2

OVER bit3 bit3

BRK bit4 bit4

END bit5 bit5

EBRK bit6 bit6

AD･ｽﾃｰﾀｽ･ AD･ｽﾃｰﾀｽ･ AD･ｽﾃｰﾀｽ･
条件･ﾚｼﾞｽﾀ ｲﾍﾞﾝﾄ･ﾚｼﾞｽﾀ ｲﾈｰﾌﾞﾙ･ﾚｼﾞｽﾀ

ｽﾃｰﾀｽ･ﾋﾞｯﾄ
･ﾚｼﾞｽﾀの
ﾋﾞｯﾄ1(ADS)に反映

AD･ｽﾃｰﾀｽ･条件･ﾚｼﾞｽﾀ
:STATUS:AD:CONDITION? でクエリ可

AD･ｽﾃｰﾀｽ･ｲﾍﾞﾝﾄ･ﾚｼﾞｽﾀ
:STATUS:AD:EVENT? でクエリ可

AD･ｽﾃｰﾀｽ･ｲﾈｰﾌﾞﾙ･ﾚｼﾞｽﾀ
:STATUS:AD:ENABLE? でクエリ可
:STATUS:AD:ENABLE 数値（０～７）で設定可

（以上のコマンドの説明は、本書［Ⅳ－２］をご参照ください）
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［Ⅲ－４］ステータス・レジスタの初期値

本機の電源を投入した場合、背面のディップスイッチの状態を変更した場合、
ステータス報告システムの各レジスタの初期値は下記のように設定されます。

ステータス・バイト・レジスタ bit7 MSS bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

サービス・リクエスト・イネーブル・レジスタ bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

スタンダード・イベント・ステータス・レジスタ PON URQ CME EXE DDE QYE RQC OPC
１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

スタンダード・イベント・イネーブル・レジスタ bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＡＤ・ステータス・条件・レジスタ EBRK END BRK OVER BUSY WAIT IDLE
０ ０ ０ ０ ０ ０ １

ＡＤ・ステータス・イベント・レジスタ bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

ＡＤ・ステータス・イネーブル・レジスタ bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
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【Ⅳ】ＳＣＭＣコマンド

◎ コマンド
当ＳＣＭＣコマンドはＩＥＥＥ４８８．２－１９９２規格を基に階層構造になっています。
設定データのほとんどはクエリ（設定値の確認読み出し）する事ができます。

◎ 数値パラメータ
数値パラメータはＡＳＣＩＩ文字による１０進表記を基本として、１６進、８進、２進表記も使用できます。
１０進表記では、符号、小数点、指数部付き表記を使用できますが、
１６，１８，２進表記では整数のみを使用します。

◎ ディスクリートパラメータ
数値では表現できない設定データ、または未知の数値データを表すパラメータです。
例えば、トリガ源として外部トリガ入力を指定（選択）する場合は、EXTERNAL
例えば、信号の立ち上がりを指定（選択）する場合は、POSITIVE
例えば、アンプのゲインを最大に取りたい場合は、MAX
の様に使います。

◎ ブロックパラメータ
大量のデータを送受するための特別なフォーマットです。
この中でも、データ個数があらかじめ特定できる場合と、できない場合があります。

☆ 確定長・データ・ストリング・フォーマット <DAS0>,<DAS1>,<DAS2>,< >,<DASm>

<DAS0> ：後に続くデータの個数を表します。数値の表現は１０進を使用します。
<DAS1>～<DASm>：データです。１０進を使用します。各<DASm>は,で区切られています。

☆ 不確定長・データ・ストリング・フォーマット 0,<DAS1>,<DAS2>,< >,<DASm>

0：不確定長ストリングを表す、ＡＳＣＩＩ文字です。
<DAS1>～<DASm>：データです。

数値の表現は１０進を使用します。
各<DASm>は,で区切られています。

☆ 確定長・データ・バイナリ・フォーマット #nm<DAB1><DAB2>< ><DABm>

n：１桁のＡＳＣＩＩ数値、データ・バイトのバイト数mの桁数を表します。
このnは、１０進数で表現します。
m：ｎ桁のＡＳＣＩＩ数値、データ・バイトのバイト数を表します。
この後に続く、<DAB1>から<DABm>までの個数をバイト単位で表します。
このmは、１０進数で表現します。
<DAB1>～<DABm>：データのバイナリ・コードです。

各<DABm>は，で区切られていません。

◎ デリミタ（ターミネータ）
すべてのコマンドメッセージはデリミタで終了させてください。
本機からの応答メッセージもすべてデリミタで終了します。（本書［Ⅰ－５］参照）
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［Ⅳ－１］ＡＤサンプリングコマンド

SAMPLEコマンドセット

コマンド パラメータ 備考 初期値

:SAMPle
:CLOCk
:TIME ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｸﾛｯｸ間隔 ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｸﾛｯｸ間隔の設定

設定は10～2000000000（単位は uS） 100
:TIME? ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｸﾛｯｸ間隔の問い合わせ。

応答は10～2000000000（単位は uS）
:SOURce ｸﾛｯｸ源 ｸﾛｯｸ源の選択設定

ｸﾛｯｸ源 = INTernal,EXTernal INTernal
:SOURce? ｸﾛｯｸ源の問い合わせ

:TRIGger
:SOURce ﾄﾘｶﾞ源 ﾄﾘｶﾞ源の設定

BUS,INTernal,EXTernal BUS
:SOURce? ﾄﾘｶﾞ源の問い合わせ
:SLOPe ﾄﾘｶﾞｽﾛｰﾌﾟ 内部トリガのスロープの設定

NEGative,POSitive POSitive
:SLOPe? トリガのスロープの問い合わせ
:LEVel ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ ﾄﾘｶﾞ源がINTernalの場合、

ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ = 0 ～ 65535 0
:LEVel? ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ 値の問い合わせ

:CHANnel
:NUMber ﾁｬﾝﾈﾙ数(1～8) サンプルチャンネル数の設定 8
:NUMber? サンプルチャンネル数の問い合わせ
:TIME ﾁｬﾝﾈﾙ間隔 サンプリング時のチャンネル間の間隔 10

設定は10～256（単位は uS）
:TIME? チャンネル間間隔の問い合わせ

:AMP
:GAIN ｹﾞｲﾝﾚﾍﾞﾙ 入力電圧範囲の設定 0

設定値は０～３の範囲
:GAIN? 入力電圧範囲の問い合わせ

:DATa
:NUMber ﾃﾞｰﾀ数 サンプルデータ数の設定 100
:NUMber? サンプルデータ数の問い合わせ
:REMAins? サンプリング済みデータ数の問合わせ
:READ? ﾃﾞｰﾀ数 サンプル済みデータの指定数読み出し

ﾃﾞｰﾀ数 = 0 ～ 262144
:FORMat ﾃﾞｰﾀ形式 サンプルデータの表記を設定する DECIMAL
:FORMat? BINary, OCTal, DECmal, HEX, CODE

設定されているﾃﾞｰﾀ形式の問い合わせ

[:STARt] 指令 指令 = ENAble,DISable DISable
:STATe? SAMPLE動作の状態を返す。 IDLE

IDLE,STANDBY,RUNNING

サンプル動作が ＳＴＡＮＤＢＹやＲＵＮＮＩＮＧの状態にある場合は以下のコマンドを実行できません。
:SAMPLE:CLOCK:TIME ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ間隔 :SAMPLE:CLOCK:SOURCE ｸﾛｯｸ源
:SAMPLE:TRIGGER:SOURCE ﾄﾘｶﾞ源 :SAMPLE:TRIGGER:SLOPE ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ
:SAMPLE:TRIGGER:LEVEL ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ
:SAMPLE:CHANNEL:NUMBER ﾁｬﾝﾈﾙ数 :SAMPLE:CHANNEL:TIME ﾁｬﾝﾈﾙ間隔
:SAMPLE:DATA:NUMBER ﾃﾞｰﾀ数 :SAMPLE:AMP:GAIN ｹﾞｲﾝﾚﾍﾞﾙ

サンプル動作の基本動作

各パラメータを設定した後、
「:SAMPLE:START ENABLE」コマンドを発行

トリガ発生 終了

IDLE STANDBY RUNNING IDLE

・・・・・

１ ２ ・・・・・ ｎ

サンプル間隔

サンプル間隔は「:SAMPLE:CLOCK:TIME」で設定したｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周期によります。
サンプルしてメモリに格納するデータの数ｎは原則として
ｎ ＝ 「:SAMPLE:DATA:NUMBER」で指定したﾃﾞｰﾀ数 * 「:SAMPLE:CHANNEL:NUMBER」で指定したＣＨ数
で表されます。
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「Ⅳ－１－１」

書式 :SAMPLE:CLOCK:TIME ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｸﾛｯｸ間隔

説明 クロック源を分周してサンプリングクロックを作るための分周比の値を設定します。
このコマンドは「:SAMPLE:CLOCK:SOURCE ｸﾛｯｸ源」コマンドで内部クロックを選択している場合に
意味があります。

ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞｸﾛｯｸ分周比：10～2000000000

サンプリングクロック源（内部=1MHz）を分周比で除してサンプリング
クロックとします。
サンプリングクロックに同期して各チャンネルのＡ／Ｄ変換が行われます。
分周した結果、サンプリングクロックの周期が 10uSec/1ch 未満になるような
設定をおこなうと正しいデータを得ることができません。
「EBRK」エラーが発生し、ＡＤ・ステータス・レジスタに反映されます。

サンプリング周期は下記の計算式で求めます。
サンプリング周期 ＝ 分周比 * １／クロック源の周波数（1MHz）
（分周比はそのまま周期（単位uS）になります。）

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態に無い時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。

「Ⅳ－１－２」

書式 :SAMPLE:CLOCK:TIME?

説明 設定されている分周比を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。
数値は設定されているクロック源の分周比を示しています。
数値の範囲は１０～２０００００００００の範囲の整数です。

数値

「Ⅳ－１－３」

書式 :SAMPLE:CLOCK:SOURCE ｸﾛｯｸ源

説明 クロック源、および、その極性を選択設定します。

ｸﾛｯｸ源：INTERNAL 内部の１ＭＨｚを選択します。
EXTERNAL 外部クロック入力端子を選択します。

外部クロック入力端子には最高１００ＫＨｚのデジタル信号を接続できます。

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態に無い時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。

「Ⅳ－１－４」

書式 :SAMPLE:CLOCK:SOURCE?

説明 設定されているクロック源、および、その極性を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記のいずれかの応答メッセージを返送します。

INTERNAL
EXTERNAL
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「Ⅳ－１－５」

書式 :SAMPLE:TRIGGER:SOURCE ﾄﾘｶﾞ源

説明 トリガ源を選択設定します。

ﾄﾘｶﾞ源：BUS ホストＰＣからの「*TRG」コマンドを選択します。
INTERNAL：内部（アナログ入力チャンネル０）を選択します。
EXTERNAL：外部トリガ入力信号を選択します。

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態にない時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。

「Ⅳ－１－６」

書式 :SAMPLE:TRIGGER:SOURCE?

説明 設定されているトリガ源を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記のいずれかの応答メッセージを返送します。

BUS
INTERNAL
EXTERNAL

「Ⅳ－１－７」

書式 :SAMPLE:TRIGGER:SLOPE ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ

説明 内部（アナログ入力チャンネル０）のトリガモードを選択設定します。
トリガ源に BUS、EXTERNAL（外部）を選択した場合は設定した ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞ の内容は無視されます。

ﾄﾘｶﾞ源が内部（INTERNAL）の場合、
下記の種類のトリガモードが選択できます。（取扱説明書［Ⅱ－５－２］参照）
NEGATIVE：「:SAMPLE:START ENABLE」後、ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ を下回った時
POSITIVE：「:SAMPLE:START ENABLE」後、ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ を上回った時
サンプリングを開始します。

ﾄﾘｶﾞ源が外部（EXTERNAL）の場合、
設定した ﾄﾘｶﾞﾓｰﾄﾞに関係なく、外部トリガ信号の立ち下がりでトリガ発生となります。

設定したSLOPE 内部トリガ 外部トリガ

NEGATIVE NEGATIVE
NEGATIVE

POSITIVE POSITIVE

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態にない時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。

「Ⅳ－１－８」

書式 :SAMPLE:TRIGGER:SLOPE?

説明 設定されているトリガモードを問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。

NEGATIVE
POSITIVE
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「Ⅳ－１－９」

書式 :SAMPLE:TRIGGER:LEVEL ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ

説明 トリガ源が内部（アナログ）に設定されている場合のトリガレベルを設定します。

ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ：0 ～ 65535
アナログ入力チャンネル０のトリガ基準レベルを設定します。

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態にない時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。

「Ⅳ－１－１０」

書式 :SAMPLE:TRIGGER:LEVEL?

説明 設定されているトリガレベルを問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。

ﾄﾘｶﾞﾚﾍﾞﾙ

「Ⅳ－１－１１」

書式 :SAMPLE:CHANNEL:NUMBER ﾁｬﾝﾈﾙ数

説明 サンプリングの対象となるアナログ入力チャンネルを設定します。

ﾁｬﾝﾈﾙ数：1 ～ 8
指定した数はＣＨ０を先頭として連続したアナログ入力の数を意味します。

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態にない時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。

「Ⅳ－１－１２」

書式 :SAMPLE:CHANNEL:NUMBER?

説明 設定されているサンプリングの対象となるアナログ入力チャンネルの数を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。

ﾁｬﾝﾈﾙ数

「Ⅳ－１－１３」

書式 :SAMPLE:CHANNEL:TIME ﾁｬﾝﾈﾙ間隔

説明 内部クロック源（1MHz）を分周してチャンネル間の時間を作るための分周比の値を設定します。

ﾁｬﾝﾈﾙ間隔：10～256

内部クロック源（1MHz）を除してチャンネル切り替えのタイミングとします。
サンプリングクロックに同期して各チャンネルのＡ／Ｄ変換が行われますが、この
ﾁｬﾝﾈﾙ間隔とﾁｬﾝﾈﾙ数の乗算値はサンプリングクロック周期より小さい必要があります。
ﾁｬﾝﾈﾙ間隔分周比の単位は uS になります。

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態に無い時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。
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「Ⅳ－１－１４」

書式 :SAMPLE:CHANNEL:TIME?

説明 設定されている分周比を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。
数値の範囲は１０～２５６の範囲の整数です。

数値

「Ⅳ－１－１５」

書式 :SAMPLE:AMP:GAIN ｹﾞｲﾝﾚﾍﾞﾙ

説明 アナログ入力の電圧範囲を選択設定します。

ｹﾞｲﾝﾚﾍﾞﾙ：0 ～ 3

本機のアナログ入力電圧範囲は下表に示すように本コマンドで選択設定できます。

ｹﾞｲﾝﾚﾍﾞﾙ 公称電圧範囲 １ＬＳＢの値 実力電圧範囲（単位：Ｖｏｌｔ）

0 －１０Ｖ～＋１０Ｖ ３１２．５０ｕＶ －１０．２４０～＋１０．２３９６８７５０

1 －５Ｖ～ ＋５Ｖ １５６．２５ｕＶ －５．１２０～ ＋５．１１９８４３７５

2 －２Ｖ～ ＋２Ｖ ６２．５０ｕＶ －２．０４８～ ＋２．０４７９３７５０

3 －１Ｖ～ ＋１Ｖ ３１．２５ｕＶ －１．０２４～ ＋１．０２３９６８７５

本機からＡ／Ｄ変換データを読みとると１６ビットのコードとして返されますがコードの形式は
「オフセットバイナリ」となっています。
読み出したコードから実際の電圧値に変換する式は下記のようになります。

電圧値 ＝ １ＬＳＢの値 ×（読み取りコード － ３２７６８）

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態にない時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。

「Ⅳ－１－１６」

書式 :SAMPLE:AMP:GAIN?

説明 設定されているアナログ入力電圧範囲を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。

ｹﾞｲﾝﾚﾍﾞﾙ

「Ⅳ－１－１７」

書式 :SAMPLE:DATA:NUMBER ﾃﾞｰﾀ数

説明 サンプリングデータ数を設定します。

ﾃﾞｰﾀ数：0 ～ 2000000000
０を設定するとバッファメモリが満杯になるまでサンプリングを行います。
また、「２６２１４４／ﾁｬﾝﾈﾙ数」を越えるデータ数を指定した場合はサンプリング中に
「:SAMPLE:DATA:READ? ﾃﾞｰﾀ数」コマンドでデータの引き取りを行い、バッファ満杯による
サンプリング中止にならないように配慮する必要があります。

応答 このコマンドに対する応答はありません。
このコマンドはサンプル動作がＩＤＬＥ状態にある時に有効です。
ＩＤＬＥ状態にない時にこのコマンドを受信すると「実行エラー」になります。

「Ⅳ－１－１８」

書式 :SAMPLE:DATA:NUMBER?

説明 設定されているサンプリングデータ数を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。

ﾃﾞｰﾀ数
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「Ⅳ－１－１９」

書式 :SAMPLE:DATA:REMAIN?

説明 サンプリング済みのサンプリングデータ数を問い合わせます。
サンプリングバッファのサイズは２５６Ｋデータですので返送される最大数値は２６２１４４です。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。

ﾃﾞｰﾀ数

「Ⅳ－１－２０」

書式 :SAMPLE:DATA:READ? ﾃﾞｰﾀ数

説明 サンプリング済みデータを指定数分、読み出します。

応答 このコマンドの後、下記の応答メッセージを返送します。

ﾃﾞｰﾀ数,ﾃﾞｰﾀ,ﾃﾞｰﾀ,ﾃﾞｰﾀ, , ,

説明 ﾃﾞｰﾀ数で指定するデータをサンプリングデータバッファから連続的に読み出します。
この動作の後、読出ﾎﾟｲﾝﾀは最後に読み出したデータの格納されていた次をポイントします。
書込ﾎﾟｲﾝﾀは変化しません。

ﾃﾞｰﾀ数：０または、１～２６２１４４
読み出したいデータの数を指定します。
データバッファに存在する未読み出しデータよりおおきな数を指定してもエラーにはならず、
未読み出しデータ全部を正常に読み出す事ができます。
０を指定した場合は、残りのデータ全部を読み出す事になります。

応答 このコマンドを正常に受信すると、下記のフォーマットでデータを返送します。
読み出すべきデータが無い場合はデータの個数を０として返送します。

返送するデータのフォーマットは「:SAMPLE:DATA:FORMAT ﾃﾞｰﾀ形式」で指定されているﾃﾞｰﾀ形式に
より、下記の２種類があります。

ﾃﾞｰﾀ形式が、BINary, OCTal, DECimal の場合

確定長・データ・ストリング・フォーマット <DAS0>,<DAS1>,<DAS2>,< >,<DASm>

<DAS0>：読み出すデータの個数を表します。数値の表現は１０進整数です。
指定したﾃﾞｰﾀ数、またはバッファに入っていたデータの数のどちらか小さい方です。

<DAS1>～<DASm>：読み出したデータです。指定されているﾃﾞｰﾀ形式で表現しています。
各<DASm>は，で区切られています。

ﾃﾞｰﾀ形式が、CODE の場合

確定長・データ・バイナリ・フォーマット #nm<DAB1><DAB2>< ><DABm>

#：バイナリ・フォーマットであることを示す、ＡＳＩＩ文字です。
n：１桁のＡＳＣＩＩ数値、データ・バイトのバイト数mの桁数を表します。
このnは、１０進数です。
m：ｎ桁のＡＳＣＩＩ数値、データ・バイトのバイト数を表します。この後に続く、
<DAB1>から<DABm>までの個数をバイト単位で表します。
このmは、１０進数です。
サンプリングされたデータは１６ビットなので m は必ず偶数となっています。
<DAB1>～<DABm>：１６ビットのサンプリングデータが８ビットに分割されて、下位・上位の

順で、データ数分が繰り返し送られて来ます。（データ数 = m / 2 ）

例：サンプリング数が２、使用ＣＨ数が３だった場合、以下のような電文になります。
#212<0x01><0x10><0x01><0x20><0x01><0x30><0x02><0x10><0x02><0x20><0x02><0x30>

これは
ＣＨ０の１回目のデータは 0x1001、２回目のデータは 0x1002
ＣＨ１の１回目のデータは 0x2001、２回目のデータは 0x2002
ＣＨ２の１回目のデータは 0x3001、２回目のデータは 0x3002
ということになります。
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「Ⅳ－１－２１」

書式 :SAMPLE:DATA:FORMAT ﾃﾞｰﾀ形式

説明 サンプルデータを読み出す場合のデータの形式（フォーマット）を設定します。

ﾃﾞｰﾀ形式：
ＡＳＣＩＩ文字数値の２進数を指定する場合は、BINary と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の８進数を指定する場合は、OCTal と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の１０進数を指定する場合は、DECimal と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の１６進数を指定する場合は、HEX と記述します。
バイナリーコードを指定する場合は、CODE と記述します。

応答 このコマンドに対する応答はありません。

「Ⅳ－１－２２」

書式 :SAMPLE:DATA:FORMAT?

説明 設定されているデータの形式（フォーマット）を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記のいずれかの応答メッセージを返送します。

BINARY
OCTAL
DECIMAL
HEX
CODE

「Ⅳ－１－２３」

書式 :SAMPLE[:START] 指令

説明 サンプル動作を開始、終了させます。

「:SAMPLE:START ENABLE」でトリガ待ちになります。
この時、以前にサンプルしたデータがメモリに残っている場合は破棄されます。
この後のトリガ発生で一連のサンプル動作を開始します。
「:SAMPLE:CLOCK:」コマンドや「:SAMPLE:TRIGGER:」コマンドで設定した条件でサンプリングを
行います。
「:SAMPLE:AD」コマンドのﾃﾞｰﾀ数で指定した数のデータの取り込みを行うと正常終了し、
ＩＤＬＥ状態になります。

「:SAMPLE:START DISABLE」でサンプル動作を中断終了し、ＩＤＬＥ状態になります。

指令：ENABLE,DISABLE
ENABLEで開始します。
DISABLEで中断終了します。

応答 このコマンドに対する応答はありません。

「:SAMPLE:START ENABLE」を受信したとき、すでにサンプル動作がＳＴＡＮＤＢＹ状態や
ＲＵＮＮＩＮＧ状態にある時は無視します。
「:SAMPLE:START DISABLE」を受信したとき、すでにＩＤＬＥ状態にある時は無視します。
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「Ⅳ－１－２４」

書式 :SAMPLE:STATE?

説明 サンプル動作の状態を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記のいずれかの応答メッセージを返送します。

IDLE
STANDBY
RUNNING

ＩＤＬＥ状態：「:SAMPLE:START ENABLE」コマンドを受信していません。
または、サンプル動作をすべて終了しています。
または、「:SAMPLE:START DISABLE」コマンドを受信したか、
*RST、*ABORT などの受信により、サンプル動作を強制終了しています。

ＳＴＡＮＤＢＹ状態：「:SAMPLE:START ENABLE」コマンドを受信し、トリガの発生を待っています。

ＲＵＮＮＩＮＧ状態：「:SAMPLE:START ENABLE」コマンドを受信し、トリガが発生し、
サンプル動作を行っています。

:SAMPLE:START DISABLE
ＩＤＬＥ

or :ABORT or *RST

:SAMPLE:START ENABLE

:SAMPLE:START DISABLE
or :ABORT or *RST

ＳＴＡＮＤＢＹ ＲＵＮＮＩＮＧ
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［Ⅳ－２］ステータス操作コマンド

STATUSコマンドセット

コマンド パラメータ 備考

:STATus
:AD
:ENAble 数値(0～127) イベント発生によるＡＤＳビットへの反映を

禁止／許可する
０＝禁止、１＝許可

:ENAble? イベント発生によるＡＤＳビット反映の
禁止／許可をクエリする

:EVEnt? イベントの発生状況をクエリする
:CONDition? 条件レジスタをクエリする

「Ⅳ－２－１」

書式 :STATUS:AD:ENABLE 数値

説明 ＡＤステータスによるイベント発生でステータス・ビット・レジスタのＡＤＳビット（ビット１）を
ＯＮ（１）にするかどうかを設定します。（ＡＤＳビットがＯＮになった時、ＭＳＳビットを
アクティブにするかどうかは *SRE（共通コマンド）で設定します。）
設定は、０～１２７の範囲の数値で行います。
この数値はＡＤ・ステータス・イネーブル・レジスタに設定されます。

応答 このコマンドに対する応答はありません。

「Ⅳ－２－２」

書式 :STATUS:AD:EVENT?

説明 ＡＤステータスによるイベントの発生状況を読み出します。
読み出されたＡＤ・ステータス・イベント・レジスタはクリアされます。

応答 このコマンドの後、応答メッセージとして、ＡＤ・ステータス・イベント・レジスタの内容を、
下記のように１０進整数値で返送します。
数値の範囲は０～１２７です。

数値

「Ⅳ－２－３」

書式 :STATUS:AD:ENABLE?

説明 ＡＤステータスによるイベント発生条件によるイベント発生でのＡＤＳビット反映の可否設定内容を
読み出します。

応答 このコマンドの後、応答メッセージとして、ＡＤ・ステータス・イネーブル・レジスタの内容を、
下記のように１０進整数値で返送します。
数値の範囲は０～１２７です。

数値

「Ⅳ－２－４」

書式 :STATUS:AD:CONDITION?

説明 ＡＤステータスを読み出します。

応答 このコマンドの後、応答メッセージとして、ＡＤ・ステータス・条件・レジスタの内容を、
下記のように１０進整数値で返送します。
数値の範囲は０～１２７です。

数値
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［Ⅳ－３］アボート・コマンド

ABORTコマンドセット

コマンド パラメータ 備考

:ABORt

サンプリング・システムをアイドル・ステートにセットする。

書式 :ABORT

説明 サンプリング・システムをアイドル・ステートにし、サンプル動作の状態をIDLEにします。

応答 このコマンドに対する応答はありません。
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［Ⅳ－４］外部デジタル出力信号への出力コマンド

OUTPUTコマンドセット

コマンド パラメータ 備考

:OUTput ﾋﾞｯﾄ名称,出力ﾃﾞｰﾀ 指定した出力端をＯＮ／ＯＦＦする。
:OUTput ﾊﾞｲﾄ名称,出力ﾃﾞｰﾀ 指定した出力端をＯＮ／ＯＦＦする。

:OUTput? ﾋﾞｯﾄ名称 指定した出力端の状態を確認する。
:OUTput? ﾊﾞｲﾄ名称 指定した出力端の状態を確認する。

ﾋﾞｯﾄ名称：EOUT0,EOUT1,BIT0,BIT1
EOUT0 は BIT0 と、EOUT1 は BIT1 と同じ意味です。 1
このパラメータが BIT の場合は BIT0 とみなします。

ﾊﾞｲﾄ名称：EBYTE,BYTE0
EBYTE は BYTE0 と同じ意味です。
このパラメータが BYTE の場合は BYTE0 とみなします。

出力ﾃﾞｰﾀ：
出力ﾃﾞｰﾀは 0～1 または 0～3 です。

応答ﾃﾞｰﾀ形式：
OUTPUT? の問い合わせに対して、出力端に設定されている状態をＡＳＣＩＩ文字数値で返送します。

「Ⅳ－４－１」

書式 :OUTPUT ﾋﾞｯﾄ名称,出力ﾃﾞｰﾀ
書式 :OUTPUT ﾊﾞｲﾄ名称,出力ﾃﾞｰﾀ

説明 出力名称で指定する出力端へ出力ﾃﾞｰﾀを出力させます。

出力ﾃﾞｰﾀ：
出力ﾃﾞｰﾀの値は 0～1 または 0～3 のＡＳＣＩＩ文字で、出力したいＯＮ／ＯＦＦを指定します。

本機は、このコマンドを受信すると、受信データの値を電圧出力端に出力させます。

出力ﾃﾞｰﾀの値 出力端の状態 出力端の電圧

０ ＯＦＦ High

１ ＯＮ Low

応答 このコマンドに対する応答はありません。

「Ⅳ－４－２」

書式 :OUTPUT? ﾋﾞｯﾄ名称
書式 :OUTPUT? ﾊﾞｲﾄ名称

説明 出力名称で指定する出力端の状態の応答メッセージを作成させます。

応答 このコマンドの後、指定された出力端の状態を返送します。

数値

数値はＡＳＣＩＩ文字列のデータがひとつです。数値の範囲は 0～1 または 0～3 です。
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［Ⅳ－５］外部デジタル／アナログ入力信号からの入力コマンド

INPUTコマンドセット

コマンド パラメータ 備考 初期値

:INPut
[:DATA]? ﾋﾞｯﾄ名称(BIT0～1)

ｱﾅﾛｸﾞ名称(CH0～7)
ﾊﾞｲﾄ名称(BYTE0)

:FORMat ﾃﾞｰﾀ形式 ﾃﾞｰﾀ形式の指定 DECIMAL

:FORMat? ﾃﾞｰﾀ形式の問い合わせ

ﾋﾞｯﾄ名称：EINP0,EINP1,BIT0,BIT1
EINP0 は BIT0 と、EINP1 は BIT1 と同じ意味です。
このパラメータが BIT の場合は BIT0 とみなします。

ｱﾅﾛｸﾞ名称：CH0～7
CH0～7 の場合はＡ／Ｄ変換データを取り込みます。

ﾊﾞｲﾄ名称：EBYTE,BYTE0
EBYTE は BYTE0 と同じ意味です。
このパラメータが BYTE の場合は BYTE0 とみなします。

ﾃﾞｰﾀ形式：
ＡＳＣＩＩ文字数値の２進数を指定する場合は、BINary と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の８進数を指定する場合は、OCTal と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の１０進数を指定する場合は、DECimal と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の１６進数を指定する場合は、HEX と記述します。

「Ⅳ－５－１」

書式 :INPUT[:DATA]? ﾊﾞｲﾄ名称
書式 :INPUT[:DATA]? ﾋﾞｯﾄ名称
書式 :INPUT[:DATA]? ｱﾅﾛｸﾞ名称

説明 ｱﾅﾛｸﾞ名称、ﾋﾞｯﾄ名称または ﾊﾞｲﾄ名称で指定する入力端の信号を入力し、応答メッセージを作成する
ことを指示します。
応答メッセージのフォーマットは「:INPUT:FORMAT ﾃﾞｰﾀ形式」で指定されたフォーマットです。
「:INPUT[:DATA] ﾊﾞｲﾄ名称」の場合で、「:INPUT:FORMAT」で「論理」を指定してあった場合、
「BINARY」の表現で応答データを返送します。

応答 このコマンドの後、指定された入力端の信号を入力し、そのデータをＡＳＣＩＩ文字の数値で下記の
ように返送します。

数値

「:INPUT:DATA? ﾊﾞｲﾄ名称」コマンドに対する応答の場合、データの値は０～２５５の範囲です。

指定ﾃﾞｰﾀ形式が２進数の場合は、例えば#B11011となっています。
１０進数の場合は、例えば27となっています。
１６進数の場合は、例えば#H1Bとなっています。
８進数の場合は、例えば#Q27となっています。

「:INPUT:DATA? ﾋﾞｯﾄ名称」コマンドに対する応答の場合、データの値の範囲は０または１です。

指定ﾃﾞｰﾀ形式が２進数の場合は、#B0または#B1となっています。
１０進数の場合は、0または1となっています。
１６進数の場合は、#H0または#H1となっています。
８進数の場合は、#Q0または#Q1となっています。

「:INPUT:DATA? ｱﾅﾛｸﾞ名称」コマンドに対する応答の場合、データの値の範囲は０～６５５３５です。

指定ﾃﾞｰﾀ形式が２進数の場合は、#B0～#B11111111となっています。
１０進数の場合は、0～６５５３５となっています。
１６進数の場合は、#H0～#HFFFFとなっています。
８進数の場合は、#Q0～#Q177777となっています。

応答データのフォーマット下記のようになっています。

確定長・データ・ストリング・フォーマット
<DAS0>,<DAS1>,<DAS2>,< >,<DASm>

<DAS0>：読み出すデータの個数を表し、指定したﾁｬﾝﾈﾙ名称＋１です。
<DAS1>～<DASm>：読み出したデータです。各<DASm>は，で区切られています。
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「Ⅳ－５－２」

書式 :INPUT:FORMAT ﾃﾞｰﾀ形式

説明 「:INPUT:DATA ﾋﾞｯﾄ名称」コマンドに対する応答メッセージのフォーマットを指定します。

ﾃﾞｰﾀ形式：
ＡＳＣＩＩ文字数値の２進数を指定する場合は、BINary と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の８進数を指定する場合は、OCTal と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の１０進数を指定する場合は、DECimal と記述します。
ＡＳＣＩＩ文字数値の１６進数を指定する場合は、HEX と記述します。

応答 このコマンドに対する応答はありません。

「Ⅳ－５－３」

書式 :INPUT:FORMAT?

説明 「:INPUT:DATA ﾋﾞｯﾄ名称」コマンドに対する応答メッセージのﾃﾞｰﾀ形式の指定状況を問い合わせます。

応答 このコマンドの後、下記のいずれかの応答メッセージを返送します。

BINARY
OCTAL
DECIMAL
HEX
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【Ⅴ】イーサネットアクセスＤＬＬの使用方法

［Ⅴ－１］概要

本機をパソコンからアクセスするためのＤＬＬが付属しています。このＤＬＬはユーザーがイーサネットを
簡便に使用するための補助ライブラリです。

［Ⅴ－２］動作環境

ＯＳ ：Windows 2000 / XP
イーサネットアダプタ：上記ＯＳから制御できること

［Ⅴ－３］関数

以下にＤＬＬに含まれる関数の機能等について記載します。
変数のサイズは
CHAR ：符号有り 8ビット整数
Short ：符号有り16ビット整数
INT32 ：符号有り32ビット整数
となっています。

［１］ＤＬＬの初期化

機能：ＤＬＬの初期化をおこないます。
書式：（Ｃ言語） ：int32 En_Open(Void)
（Visual Basic 6）：Declare Function En_Open Lib "21xxEN.dll" () As Long

引数：入力：なし
戻値：エラーコード

［２］ＤＬＬの終了

機能：ＤＬＬの終了処理をおこないます。
書式：（Ｃ言語） ：int32 En_Close(Void)
（Visual Basic 6）：Declare Function En_Close Lib "21xxEN.dll" () As Long

引数：入力：なし
戻値：エラーコード

［３］ＤＬＬのバージョン取得

機能：ＤＬＬのバージョン文字列を指定（Size）分だけバッファにコピーする｡
書式：（Ｃ言語） ：int32 En_Get_Dll_Version(char *Ver, int32 *Size)
（Visual Basic 6）：Declare Function En_Get_Dll_Version Lib "21xxEN.dll" (ByVal Vers As _

String, ByRef Size As Long) As Long
引数：入力：Ver ：ＤＬＬのバージョン文字列を格納するバッファのポインタ

Size ：ＤＬＬのバージョン文字列を格納するバッファのサイズ
（リターン時は格納した文字数が入る）

戻値：エラーコード

［４］ＩＰアドレス調査

機能：指定されたＭＡＣアドレスに割り当てられているＩＰアドレスを取得する｡
書式：（Ｃ言語） ：int32 En_Get_IPAddress(char *MacAddress,char *IpAddress, int32 *Size)
（Visual Basic 6）：Declare Function En_Get_IPAddress Lib "21xxEN.dll" (ByVal MacAddress _

As String, ByVal IpAddress As String, ByRef Size As Long) As Long
引数：入力：MacAddress ：ＭＡＣアドレス文字列を格納するバッファのポインタ

IpAddress ：ＩＰアドレス文字列を格納するバッファのポインタ
Size ：ＩＰアドレス文字列を格納するバッファのサイズ

（リターン時は格納した文字数が入る）
見つからなかった場合やエラーが起こった場合はＮＵＬＬポインタが入る｡

戻値：エラーコード

［５］ポート番号のセット

機能：本機のポート番号をＤＬＬにセットする｡
書式：（Ｃ言語） ：int32 En_Set_PortNo(int32 No)
（Visual Basic 6）：Declare Function En_Set_PortNo Lib "21xxEN.dll" (ByVal No As Long) _

As Long
引数：入力：No ：セットするポート番号
戻値：エラーコード
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［６］問い合わせコマンドの送信とその応答の受信

機能：応答のある、問い合わせコマンドを送信し、それに対する応答を受信する｡
書式：（Ｃ言語） ：int32 En_SendRecvStr(char *IpAddress, char *SendStr, int32 SendSize,

char *RecvStr, int32 *Size, char Delim)
（Visual Basic 6）：Declare En_SendRecvStr Lib "21xxEN.dll" (ByVal IpAddress As String, _

ByVal SendStr As String, ByVal SendSize As Long, _
ByVal RecvStr As String, ByRef Size As Long, ByVal Delim As Byte _
) As Long

引数：入力：IpAddress：端末のＩＰアドレス文字列を格納するバッファのポインタ
SendStr ：送信する文字列を格納するバッファのポインタ
SendSize ：送信する文字列のサイズ（文字列の長さ）
RecvStr ：受信する応答文字列を格納するバッファのポインタ
Size ：受信する応答文字列を格納するバッファの大きさ（最大は１，０００，０００）

（リターン時は受信した文字列のサイズが入る）
Delim ：受信する応答文字列のデリミタコード

戻値：エラーコード

［７］設定コマンドの送信

機能：応答のない、設定コマンドを送信する｡
書式：（Ｃ言語） ：int32 En_SendStr(char *IpAddress, char *SendStr, int32 Size)
（Visual Basic 6）：Declare En_SendStr Lib "21xxEN.dll" (ByVal IpAddress As String, _

ByVal SendStr As String, ByVal Size As Long) As Long
引数：入力：IpAddress：端末のＩＰアドレス文字列を格納するバッファのポインタ

SendStr ：送信する文字列を格納するバッファのポインタ
Size ：送信する文字列のサイズ（文字列の長さ）

戻値：エラーコード

［Ⅴ－４］エラーコード

戻値／ エラー内容 対処例
エラーコード

０ エラーなし、正常終了

－１０ システム異常 ネットワークリソースを多用している他の
他のアプリがソケットを上限まで使った上で アプリケーションを終了させる などの処
ＤＬＬを呼んだ場合などに起こりうる。 理を行った後、再度、試してみる。

－１１ システム異常 Windows 9x での動作を保証できませんの
Windows 95 OSR2 以前の古いバージョンの Wi で Windows 2000, Windows XP などを使っ
ndows で動かした時に発生する場合がある。 て下さい。

－１２ システム異常 ネットワークリソースを多用している他の
ネットワークアダプタに関する情報を取得す アプリケーションを終了させるなどの処理
る WSASocket 関数が失敗した時に発生する。 を行った後、再度、試してみる。

－１３ システム異常
ネットワークアダプタに関する情報を取得す
る WSAIoctl 関数が失敗した時に発生する。

－１４ システム異常 ネットワークが正しく使用できる環境にし
ネットワークが使用できない てから再度試してみる。

－１５ システム異常 複数のネットワークインターフェースが存
ネットワークインターフェースの数が一つで 在しても稼働中でなければこのエラーは発
ない場合に発生。（たとえばLANカードが２枚 生しないので、例えば、使用しないＬＡＮ
入っている、イーサネット＋ダイアルアップ カードからＬＡＮケーブル抜く、ダイアル
接続している、VPN接続を行っている等） アップを切断するなどの処置を行う。

－１００ ステート異常（入力異常） 関数使用前に En_Open を呼び出してくだ
Lx_open 前、En_open 失敗時、En_close 後に さい。
その他の関数を呼び出した場合に発生する。
（但し、En_Get_Dll_Version を除く）

－１０１ 通信異常 本機のＭＡＣアドレス・ＩＰアドレスを、
指定したＩＰアドレスのデバイスに接続でき 又は、ＰＣと本機間のＬＡＮケーブル・ハ
ない。 ブの状況を確認して下さい。

－１０２ システム異常 再起動後に試してみる。または他のPCで試
してみる。

－１０３ システム異常 再起動後に試してみる。または他のPCで試
してみる。

－１０４ システム異常 再起動後に試してみる。または他のPCで試
してみる。
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－１０６ 通信異常 ＰＣから本機までのケーブルルートに不具
Winsock関数呼び出し後、SOCKET_ERROR が発 合が無いか、確認をする。
生した場合のエラー（指定ＩＰアドレスのデ
バイスに接続できない場合など）

－１０７ システム異常 再起動後に試してみる。または他のPCで試
してみる。

－１０８ 指定ＩＰアドレスへの接続準備に失敗した。

－２００ 指定ＩＰアドレスへの送信準備に失敗した。

－２０１ 通信異常 他のアプリケーションからのアクセスがな
Winsock関数呼び出し後、SOCKET_ERROR が発 い環境で再度試す。
生した場合のエラー。他のユーザがアクセス 本機の電源を一度 ON/OFF してから試す。
中のデバイスにアクセスした時に発生する。

－３００ ＤＬＬ内部の問題 発生状況のご連絡をお願いします。

－３０１ 通信異常 指定のＭＡＣアドレスが確かに本機のもの
ソフトのバグ、本機側ハードウェア異常、本 か確認して下さい。本機の電源がＯＮにな
機以外のデバイスと通信しようとした。 っているか、使用電源が仕様に合っている

か、確認して下さい。

－３０２ 送信準備に失敗。受信準備に失敗。

－３０３ 通信異常
Winsock関数呼び出し後、SOCKET_ERROR が発
生した場合のエラー（指定ＩＰアドレスから
の受信ができなかった場合）

－３０４ 指定ＩＰアドレスからの受信に失敗した。

－４００ 送信や受信の最終処理に失敗した。

－５００ ＭＡＣアドレスからＩＰアドレスを探す場合
の準備に失敗した。

－５０１ システム異常。 再起動後に試してみる。または他のPCで試
ソケットが生成できない。 してみる。

－５０８ ＭＡＣアドレスからＩＰアドレスを探す場合
の終了処理に失敗した。

－５０７ 通信異常
Winsock 関数呼び出し後、SOCKET_ERRORが発
生した場合のエラー

－５０９ 通信異常
Winsock 関数呼び出し後、SOCKET_ERRORが発
生した場合のエラー

－５１０ ＭＡＣアドレスからＩＰアドレスを探す場合
に失敗した。

－５１１ ＭＡＣアドレスからＩＰアドレスを探す場合
に失敗した。

－５１２ ＤＬＬ内部の問題 発生状況のご連絡をお願いします。

－５１３ ＤＬＬ内部の問題 発生状況のご連絡をお願いします。

－１００５ 入力異常 入力変数の数値範囲やフォーマットを確認
入力変数が範囲外だった場合や不正な場合に して下さい。ＭＡＣアドレスの場合、英文
このエラーが発生する。 字は大文字を使用して下さい。ＩＰアドレ

スを受け取る文字バッファは１６文字分以
上必要です。

－１００７ 入力異常 設定するＰＣから接続可能なＩＰアドレス
入力されたＩＰアドレスが、自分のＩＰ到達 を指定してください。
範囲内にない場合に発生する。 ＰＣのネットマスク・ＩＰアドレスと本機

のＩＰアドレスの関係を確認して下さい。

－１００８ 指定したＭＡＣアドレスを持つデバイスが見 デバイスのＭＡＣアドレスやＩＰアドレス
つからなかった。 を確認して下さい。ＰＣとデバイス間のＬ

ＡＮケーブルやハブの状況を確認して下さ
い。


